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 ＪＲ連合は、新型コロナウイルスの感染拡大の

現状に鑑み、２６日にグループ労組、２７日はＪＲ

各単組と、それぞれ今後の対応について協議した。 

新型コロナウイルスの感染拡大による訪日観光

客の激減や出張抑制などにより、ＪＲ産業は深刻

な影響を受けている。ＪＲ各社における鉄道利用

は大幅に減少し、ＪＲ九州高速船では、政府からの

要請に基づき、運行休止が続いている。そしてグル

ープ企業では、ホテルをはじめ飲食、物販（弁当）、旅行などの業種を中心にキャ

ンセル急増により売上が激減している。とりわけグループ労組からは、将来に対

する不安が職場の中で渦巻いているとの悲痛の報告がなされるとともに、ＪＲ連

合として現下の窮状を政府や政党に対し強く訴えてほしいとの要望が相次いだ。 

目下厳しい状況には違いないが、私たちは労働組合の立場として、ＪＲ産業に

働く全ての仲間の雇用を守ることが最優先事項である。事態は長期化の様相を見

せているが、ＪＲ連合はグループ労組を中心とした意見要望を重く受け止め、苦

しい状況を労使で乗り越えるべく、ＪＲ産業を構成する全ての会社が雇用確保を

堅持するよう各単組と連携して各社に働きかけるとともに、それを可能とする経

営環境にすべく、産業保護及び産業振興の観点から政治・行政へ政策要請を展開

する方針をそれぞれの意見交換の場において確認した。 

今後以下の観点に基づく政策を軸に据え、関係単組と連携を図りながら内容の

精査を図るとともに、政治・行政へ機動的かつ精力的に要請を展開する。 

＜産業をまもる観点＞ 

・雇用調整助成金の率及び額の嵩上げ、特例扱いの拡張適用 

・公租公課をはじめとする諸費用の減免 

・政府方針に依拠した事業収入の減少に対する支援 
＜事態終息後の産業を建て直すための観点＞ 

・旅行需要喚起に資する支援措置の実施 

・鉄道を含めた公共交通の利用促進にむけた支援 

→高速道路料金引き下げといった動きには断固反対 


